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２
月

日
、
小
瀬
田
集
落
に
隣

24

接
す
る
国
有
林
に
お
い
て
、
屋
久

島
森
林
管
理
署
主
催
の
ク
リ
ー
ン

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

国
有
林
内
に
お
け
る
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
投
棄
物

の
撤
去
が
新
た
な
投
棄
に
追
い
つ

か
な
い
状
況
に
あ
り
、
処
理
費
用

の
負
担
を
消
費
者
に
義
務
づ
け
た

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
（
平

成

年
４
月
）
以
降
に
お
い
て
増

13
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

不
法
投
棄
の
未
然
防
止
を
強
化
す

る
活
動
の
一
環
と
し
て
屋
久
島
森

林
管
理
署
で
は
、
水
源
地
、
景
勝

地
、
海
岸
林
等
に
お
い
て
、
地
方

自
治
体
や
地
域
住
民
ら
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
体
と
な
っ
た
清

掃
活
動
、
「
ク
リ
ー
ン
活
動
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、当
署
職
員
を
は
じ
め
、

屋
久
島
町
役
場
、
林
業
事
業
体
、

建
設
会
社
、
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
た
、
総
勢

人
余
り
で
の
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活
動
と
な
り
ま
し
た
。
林
内
か
ら

は
、
か
な
り
以
前
に
投
棄
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
ビ
ン
や
缶
、
生
活
用

品
等
の
廃
棄
物
が
山
の
よ
う
に
回

収
さ
れ
、
予
想
以
上
の
ゴ
ミ
の
量

に
、
参
加
者
か
ら
は
、
た
め
息
と

驚
き
の
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
家
の
庭
の
よ
う
に
身
近

で
あ
り
な
が
ら
、
国
民
共
通
の
財

産
で
あ
る
国
有
林
。ゴ
ミ
の
な
い
、

き
れ
い
な
森
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
う
ば
か
り
で
す
。

昭
和

年
の
林
政
統
一
以
降
、
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特
別
会
計
制
度
の
下
で
国
有
林
の

管
理
や
木
材
の
供
給
な
ど
に
貢
献

し
て
き
た
国
有
林
野
事
業
は
、
昨

年
の
第
１
８
０
回
国
会
で
成
立
し

た
「
国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的

機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
の

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
平
成

年
４
月
１
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日
か
ら
、
一
般
会
計
の
下
で
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
公
益
的
機
能
の

一
層
の
発
揮
や
森
林
・
林
業
再
生

へ
の
貢
献
な
ど
国
有
林
に
求
め
ら

れ
る
役
割
を
十
全
に
発
揮
す
る
た

め
、
林
野
庁
や
九
州
森
林
管
理
局

の
内
部
組
織
が
再
編
（
図
１
参
照
）

さ
れ
、
屋
久
島
森
林
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー
は
改
組
し
、
主
と
し
て
世

界
遺
産
地
域
や
森
林
生
態
系
保
護

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
生
態

系
の
管
理
な
ど
を
行
う
「
屋
久
島

森
林
生
態
系
保
全
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
、
国
有
林
野
事
業
は
、「
公

益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推

進
」
「
森
林
・
林
業
再
生
へ
の
貢

献
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
、
一
般

会
計
と
し
て
の
新
た
な
体
制
で

「
国
民
の
森
林
」
で
あ
る
国
有
林

の
管
理
経
営
に
取
り
組
ん
で
行
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

屋久島の植物

アキグミ
（グミ科）

全
国
に
分
布
す
る
落
葉
低

木
。
屋
久
島
で
は
低
地
の
路
傍

や
林
縁
・
荒
れ
地
に
多
い
。
春

に
黄
白
色
の
花
を
多
数
付
け
、

遠
く
か
ら
で
も
明
る
く
見
え

る
。
名
前
は
、
秋
に
赤
い
果
実

が
熟
す
こ
と
か
ら
。

花
期
４
～
５
月

果
期

～

月

11

12

～
国
有
林
内
に
お
け
る
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
増
加
傾
向
～

大量の廃棄物

新名称の看板

国
有
林
の
ク
リ
ー
ン
活
動

回収された多様な廃棄物

西表森林生態系
保全センター

屋久島森林生態系
保全センター

森林整備課

資源活用課

技術普及課

森林技術・支援
センター

企画調整課

経理課

計画課

保全課

治山課

計画保全部 森林整備部

総務課

総務企画部

九州森林管理局長

業務管理官

図１．　九州森林管理局組織図



２
月

日
、
神
山
小
学
校
の
４
・

20

５
年
生
を
対
象
と
し
た
鹿
児
島
県
熊

毛
支
庁
林
務
水
産
課
主
催
の
森
林
環

境
教
育
に
協
力
し
、
本
立
て
作
製
の

木
工
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
の
担
当
者
が
木
材
利

用
に
つ
い
て
話
を
し
た
後
、
さ
っ
そ

く
木
工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

設
計
図
を
見
な
が
ら
板
に
線
を
引

き
、
ノ
コ
ギ
リ
で
ま
っ
す
ぐ
切
れ
な

か
っ
た
り
、
釘
打
ち
で
は
み
だ
し
た

り
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
よ
う
や
く
で

き
あ
が
り
、
最
後
に
紙
や
す
り
で
き

れ
い
に
み
が
い
て
「
世
界
に
一
つ
の

本
立
て
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
は
じ
め

て
の
体
験
で
楽
し
く
で
き
た
こ
と
に

満
足
し
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
も
、
屋
久
島
森
林
管
理
署
や

関
係
機
関
と
の
連
携
し
た
森
林
環
境

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

『洋上アルプス№２１７号裏面』屋久島森林生態系保全センター

屋久島森林生態系保全センター 平成２５年度業務予定

１ 森林生態系保護

（１）地域推進対策

①旧天然生林管理水準確保緊急対策事業（ＧＳＳ）

ア 森林保護員の雇用によるきめ細かな保護管理等

イ 入込利用者への指導・啓発

②旧森林生態系保護地域バッファゾーン整備事業等

・ 縄文展望デッキの改修整備に関する業務等

（２）保護林等整備・保護対策

（旧世界自然遺産保全緊急対策事業）

ア 屋久杉の樹勢回復措置（縄文杉他著名杉）

イ 生態系モニタリング調査

（屋久島南部植生分布調査・局）

ウ 荒川登山道周辺人工林のあり方検討（局）

エ 外来種アブラギリ、カシノナガキクイムシ

被害状況等モニタリング

オ 縄文杉腐朽大枝の安全確保対策

カ ヤクタネゴヨウ保護林設定準備業務

（局・署・センター）

（３）モニタリング

ア 雨量観測

イ 写真映像による調査

（環境省との共同調査について実施）

（４）その他

ア 森林生態系地域等の森林パトロールを実施

イ 縄文杉Webカメラの管理（保守）
ウ 縄文杉歩道及び縄文杉デッキのあり方検討

（局・署・センター）

エ シカ対策関連業務、局委託調査協力、

有害鳥獣捕獲等

オ 世界遺産登録２０周年記念事業の検討、実施

２ 普及教育及び森林空間総合利用等

（１）森林教育等の実施（他機関等との連携・協力）

（２）自然休養林内等での指導・パトロールの実施

（３）屋久島レクリエーションの森保護管理協議会等

への助言・指導

（４）シカ柵の保護管理等

３ その他

（１）関係機関との連絡調整

（２）学術調査研究等に係る入林手続きの接受及び

指導等

（３）広報紙「洋上アルプス」の発行及び年報の作成

（４）ホームページの更新

（５）資料の整備・拡充

神
山
小
学
校
で
木
工
体
験

屋 久 島 生 態 系 モ ニ タ リ ン グ

屋久島西部地域における
ヤクタネゴヨウ生育調査（平成21年度）
**ヤクタネゴヨウ群落調査④700mプロット
[プロットの状況]標高 700m 地点から南側に張り出した小尾根
上に設定｡プロットは健全なヤクタネゴヨウ巨木の根元に基点
を設定していたが､今回このヤクタネゴヨウが枯死（風衝によ
る立枯れ）｡このヤクタネゴヨウの根元から南西側は高さ 10m
の崖となっていて､地形的に海から吹き上げてくる強風をまと
もに受けていた｡当該プロットの近辺には､ヤクタネゴヨウの
古い切株があり､また胸高直径 50cm 以上の照葉樹の大径木が
出現しないことより､古くからの人為的な関わりのあった照葉
樹二次林的要素の高いヤクタネゴヨウ群落である｡
[５年前との経年変化]前回と今回のプロットは､同一箇所であ
り､林分構造（階層構造や林分の発達段階等）はほとんど変わ
らない｡前回優占種のタイミンタチバナが減少し優占種がサク
ラツツジに変化｡また､草本層の優占種は前回のヨゴレイタチ
シダからウラジロに変化｡亜高木層の一部は成長して第 2高木
層へと移動し､第 2 高木層の植被率の増加が顕著であった｡な
お､全体の種数は変動していないが､本数は減少していた｡この
プロットは､顕著な風衝地形で､風衝枯死や風倒木､梢端折れ木
が第 1 高木層優占種のヤクタネゴヨウや第 2 高木層優占種の
イスノキで見られた｡しかし､亜高木･第 2高木層の樹冠自体は
旺盛に成長していて､その影響で､林床が貧栄養土壌から照葉
樹の腐葉土（落葉腐植層：リター層）が厚く堆積した土壌へ
と変化しつつあった｡また､林床への光の到達が遮られ､林床は
暗く､ヤクタネゴヨウの実生苗の生育は見られなかった｡ 本立てを組み立てる児童
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